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議案等名

  議員氏名
　（議席番号順）

採
決
結
果

反
対‥

賛
成

　　

今
、
全
国
各
地
の
市
町
村
医
療
機
関

の
大
き
な
問
題
は
医
師
確
保
で
は
な
い

か
と
思
う
。

　
９
月
に
生
月
町
で
行
わ
れ
た
平
戸
市

立
病
院
院
内
研
修
に
お
い
て
、
平
戸
市

民
病
院
院
長
よ
り
、「
自
分
た
ち
が
退

職
し
た
後
の
医
師
確
保
が
と
て
も
心
配

で
あ
る
」
と
の
話
を
聞
い
た
が
と
て
も
不

安
に
思
う
。

　
そ
こ
で
、
医
師
確
保
の
現
状
や
今
後

の
見
通
し
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　　

医
師
不
足
の
現
状
は
、
市
民
病
院
、

生
月
病
院
と
も
に
、
依
然
と
し
て
医
師

確
保
が
厳
し
い
状
況
に
は
変
わ
り
な
い
。

　

市
民
病
院
は
、
内
科
医
が
不
足
し
、

生
月
病
院
は
、
昨
年
11
月
か
ら
外
科
医

が
不
在
で
内
科
医
の
み
と
い
う
状
況
が

続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
医
師
高
齢
化

の
問
題
も
あ
る
。

　

病
院
事
業
管
理
者
は
今
年
度
で
２
期

目
の
任
期
を
迎
え
、
ま
た
、
市
民
病
院

院
長
は
定
年
を
迎
え
る
た
め
何
と
か
慰

留
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

医
師
確
保
は
、
過
去
10
年
を
振
り
返

っ
て
も
、
両
病
院
と
も
綱
渡
り
的
な
気

の
抜
け
な
い
状
況
の
中
で
運
営
を
続
け

て
き
た
が
、
一
向
に
改
善
し
な
い
。

　　

医
師
不
足
の
原
因
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

　　

平
成
16
年
度
か
ら
の
新
医
師
臨
床
研

修
制
度
が
根
本
の
原
因
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
制
度
に
よ
り
、
医
師
免
許
取
得

後
の
初
期
研
修
が
、
出
身
校
以
外
の
研

修
先
を
選
択
す
る
事
が
可
能
に
な
り
、

大
学
の
医
局
か
ら
研
修
医
が
極
端
に
減

少
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
医
局
か
ら
の
医
師
派
遣

機
能
が
損
な
わ
れ
、
医
局
事
態
が
弱
体

化
し
、
地
方
へ
派
遣
し
て
い
た
医
師
を

呼
び
戻
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
地
方

の
病
院
は
医
師
不
足
に
陥
っ
た
。

　　

医
師
確
保
の
今
後
の
方
針
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　　

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に
も
、
３
月

ま
で
必
死
で
常
勤
医
の
確
保
に
努
め
た

い
。

　　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
は
市
民
の
関
心
度
も
高

く
、
今
後
の
議
会
の
対
応
に
つ
い
て
は
注

視
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
番
組

放
映
の
前
提
条
件
が
崩
れ
た
以
上
、
計

画
を
白
紙
に
戻
す
と
と
も
に
、
市
民
感

情
や
既
存
事
業
者
へ
の
影
響
な
ど
に
も

十
分
配
慮
し
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
再

検
討
す
る
考
え
な
の
か
。

　　

テ
レ
ビ
番
組
で
放
送
す
る
こ
と
を
前

提
に
進
め
て
い
た
改
修
工
事
を
一
旦
リ

セ
ッ
ト
し
、
こ
の
間
の
指
摘
事
項
や
意

見
を
踏
ま
え
、
再
検
討
し
、
通
常
の
公

共
工
事
と
し
て
進
め
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　　

平
成
27
年
度
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
本
庁
や
各
支
所
に
配
置
し
て
い
る

が
、
隊
員
の
本
来
の
活
動
が
見
え
て
こ

な
い
行
政
職
員
の
サ
ポ
ー
ト
的
な
こ
と

に
従
事
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

総
務
省
の
趣
旨
、
事
業
概
要
の
最
も

大
切
な
部
分
で
あ
る
活
動
を
、
必
要
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
か
ら
の

要
請
が
あ
っ
た
場
合
、
地
域
に
マ
ッ
チ
す

る
協
力
隊
員
の
配
置
は
考
え
ら
れ
る
の

か
。

　　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
定
住
を
前
提

と
し
な
が
ら
、
地
域
の
振
興
に
役
立
つ

人
員
を
配
置
し
て
い
く
。
今
後
の
募
集

の
際
に
仕
事
の
内
容
を
含
め
て
ミ
ス
マ

ッ
チ
が
な
い
よ
う
に
対
策
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　　

高
齢
者
が
集
う
施
設
に
お
い
て
、
使

用
料
が
発
生
す
る
と
利
用
し
づ
ら
い
。

特
に
社
会
教
育
施
設
は
、
使
用
料
が
ま

ち
ま
ち
で
あ
る
。
料
金
の
設
定
を
あ
る

程
度
柔
軟
に
対
応
で
き
な
い
の
か
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
よ
る
施
設
利

用
料
の
無
料
化
に
つ
い
て
、
ふ
れ
あ
い

会
館
は
、
地
区
区
長
が
組
織
す
る
委
員

会
で
指
定
管
理
を
し
て
お
り
、
市
か
ら

の
指
定
管
理
料
や
利
用
料
金
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
い
る
。

　

施
設
利
用
料
の
有
料
・
無
料
に
つ
い

て
は
、
指
定
管
理
者
の
裁
量
に
よ
る
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

　
５
年
前
の
東
日
本
大
震
災
と
津
波
、

福
島
第
一
原
発
事
故
、
４
月
の
熊
本
大

地
震
、
夏
の
北
海
道
に
上
陸
し
た
３
つ

の
台
風
、
各
地
で
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど

自
然
災
害
は
想
像
を
超
え
、
ま
さ
に
想

定
外
の
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
行
政

は
常
に
い
か
な
る
事
態
で
も
早
急
な
対

応
策
が
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

で
は
な
い
か
。

　　

市
民
の
安
心
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
い
か
な
る
災
害
に
も
強
い
体
制
を
構

築
す
る
必
要
が
あ
る
。
想
定
外
の
出
来

事
に
対
し
基
本
的
な
計
画
を
作
り
、
各

地
域
で
の
防
災
対
策
を
作
り
上
げ
る
。

　　

自
主
防
災
組
織
は
、
１
６
３
の
自
治

会
が
全
て
で
き
て
い
る
が
、
訓
練
の
実
績

が
低
い
。民
間
の
福
祉
施
設
な
ど
は
夜
間
、

非
常
時
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
て

い
る
。

　

市
役
所
職
員
が
、
非
常
時
の
訓
練
を

実
施
せ
ず
、
自
治
会
に
は
組
織
の
強
化

を
求
め
る
の
は
矛
盾
し
て
い
る
た
め
、
ま

ず
、
職
員
が
訓
練
を
実
施
し
、
非
常
時

の
対
応
に
備
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　　

想
定
外
の
出
来
事
の
対
応
が
今
一
番

問
わ
れ
て
い
る
。
機
能
的
な
維
持
も
含

め
有
事
の
際
の
備
え
を
日
頃
よ
り
準
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
基
本
的
な
計
画
作

り
を
最
優
先
し
、
行
政
が
率
先
し
て
防

災
対
策
に
役
に
立
つ
仕
掛
け
を
す
る
。

　　

市
民
病
院
に
お
い
て
夜
間
・
避
難
訓
練

は
し
て
い
る
と
思
う
が
、夜
間
に
行
わ
ず
、

昼
間
に
夜
間
を
想
定
し
た
訓
練
だ
け
で

は
、有
事
の
際
に
不
備
が
生
じ
て
し
ま
う

の
で
は
な
い
か
。命
を
あ
ず
か
る
医
療
現

場
と
し
て
、夜
間
訓
練
も
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
。

　　

昼
間
の
訓
練
と
夜
間
に
行
う
訓
練
は

違
う
の
で
、
今
後
は
実
施
も
検
討
す
る
。

　　

自
治
会
組
織
と
自
主
防
災
組
織
に
つ

い
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
し
て

い
く
中
で
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
普
段
か
ら
の
非

常
時
を
想
定
し
た
防
災
組
織
と
し
て
有

事
の
際
に
機
能
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　　

今
後
、
運
営
協
議
会
の
活
動
の
中
に

組
み
込
ん
で
い
く
事
は
有
益
で
あ
る
。

　委員会での表決の結果、多数を得られなかった意見で、本議会における審議の際、委員長が行う委員会の結
果報告と合わせて、自ら少数意見としてそれを報告する権利を保持しておくこと。

※上記審議議案等一覧のうち議案第61号で“少数意見の留保”がありました。
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平成28年12月定例会、11名の議員が一般質問に立つ（文責は、いずれも本人）市政を問う！平成28年12月定例会
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は
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